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１． 問題と目的 

個人が問題を抱え，それを自身の力では解決で

きない場合に，必要に応じて他者に援助を求める

ことは重要な対処方略の一つであり，このような

現象は援助要請と呼ばれる（永井,2013）．援助要請

の研究は社会心理学やカウンセリング心理学など

様々な心理学領域で研究されてきたが，中でも臨

床心理学領域では，主に悩みや精神的な問題を抱

えた際に身近な他者や専門家へ相談する行動など

が扱われてきた（永井,2020）．臨床心理学において

援助要請が注目される背景として永井（2020）は，

一人で対応しきれないような困難を抱えても誰に

も相談しない現象が一般的に見られることを挙げ

ており，また，そういった者の存在は永井・新井

（2005）・茨木・松井（2014）などから明らかであ

るが，永井・新井（2005）は，悩みを相談しない者

の中には「そもそも相談意図のない者」と「相談し

たくてもしない者」が存在すると指摘している． 

ところで，これまで個人の援助要請の傾向を測

定する尺度として主に永井（2013）の援助要請ス

タイル尺度が用いられてきた．この尺度では，個

人の援助要請を「援助要請自立型」，「援助要請過

剰型」，「援助要請回避型」の 3 つに分類しており，

困難を抱えても誰にも相談しない者は援助要請回

避型に該当すると考えられるが，その中には「そ

もそも相談意図のない者」と「相談したくてもし

ない者」の両者が混在していると推測される．し

かし，茨木・松井（2014）は「相談したくてもでき

ない」場合と「必要がなく相談しない」場合を区別

した上で，より積極的な介入が必要と思われる「相

談したくてもできない」場合の適切な支援につい

て明らかにする必要があると述べていることから，

両者を援助要請回避型として一括りにすることは

望ましくないと考えられる． 

そこで本研究では，「そもそも相談意図のない者」

と「相談したくてもしない者」の区別された援助

要請の傾向を測定する尺度を作成することを目的

として，大学生を対象に，尺度項目を選定するた

めのアンケート調査（研究 1）と作成した作度の信

頼性と妥当性を検討するための質問紙調査を実施

した． 

 

２． 研究１（尺度の項目作成のための調査）  

方法：「そもそも相談意図のない者」と「相談した

くてもしない者」とを分類するための質問項目を

選定することを目的として，首都圏の女子大学に

通う大学生を対象に，Google Formを用いた自己記

入式の Webアンケートを実施した．アンケートに

は，悩みや不安を経験したときに誰かに相談した

くでもできなかった経験，誰かに相談しようと思

わなかった経験の有無や，その理由について回答

するよう求める内容などが含まれていた． 

結果：大学生 102 名を対象として調査を実施した

ところ，47名から回答を得た．得られた回答を KJ

法に準じた方法を用いて分析し，「相談したくても

しない者」と「そもそも相談意図のない者」とを分

類するための質問項目について検討した．その結

果，14の尺度項目を考案し，永井（2013）の援助

要請スタイル尺度の中で援助回避型を測定する 4

項目の代わりに組み入れた．したがって，永井

（2013）による援助要請過剰型を測定する 4項目，

援助要請自立型を測定する 4項目と合わせた計 22

項目の尺度を，暫定的な大学生の援助要請の傾向

を測定する尺度とした． 
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３．研究２（尺度の信頼性・妥当性の検討） 

方法：研究１で作成した尺度の信頼性と妥当性を

検証することを目的として，大学生を対象とした

質問紙調査を行った．構成概念妥当性を検討する

にあたっては，新しい心理的ストレス反応尺度（鈴

木他，1997），相談行動の利益・コスト尺度改訂版

（永井・新井，2008），K6 日本語版（Furukawa et 

al., 2008），ここ 1 か月の援助要請の経験に関する

質問を用いた． 

結果：調査対象者は首都圏にある 4 つの大学に通

う大学生 212名であり，131名から回答を得た，対

象者の平均年齢は 19.48歳（SD =1.32）であり，性

別は，男性 70名（53.44％），女性 59名（45.04％），

その他 2 名（1.53％）であった． 

作成した尺度について因子分析を行った結果 4

因子が抽出され（表 1），大学生の援助要請の傾向

は，援助要請逡巡型（相談したい思いはあるが色々

な障壁があるので相談しない傾向であり，「相談し

たくてもしない者」に相当する）・援助要請無用型

（援助要請を行うつもりがない傾向であり，「そも

そも相談意図のない者」に相当する）・援助要請過

剰型・援助要請自立型の 4 つに分類されることが

示唆された． 

 

次に，上記 4 つの援助要請の傾向が，心理的ス

トレスや精神的健康度，また相談行動の利益とコ

ストに対して与える影響を検討するため，重回帰

分析を行ったところ，援助要請逡巡型は，心理的

ストレス，自己評価の低下・秘密漏洩（相談行動の

コスト），自助努力による充実感（相談回避の利益），

精神的健康度に正の影響を与えており，援助要請

無用型は，ポジティブな結果（相談行動の利益）に

負の影響を与えていた．援助要請過剰型は，ポジ

ティブな結果に負の影響，問題の維持（相談回避

のコスト）に正の影響を与えており，援助要請自

立型は，ポジティブな結果，問題の維持，自助努力

による充実感，精神的健康度に正の影響を与えて

いた， 

 

４．まとめと今後の課題 

 本研究より，大学生の援助要請の傾向は，援助

要請逡巡型・援助要請無用型・援助要請過剰型・援

助要請自立型の 4 つの傾向に分類されることが示

され，さらに，各援助要請の傾向は異なった特徴

を有しており，相談したくてもしない者（逡巡型）

と，そもそも相談意図のない者（無用型）を回避型

として一括りにまとめるのではなく，区別するこ

とには意味があることが示唆された．また，本研

究の結果からは，相談したくてもしない者（逡巡

型）は相談行動のコストを懸念していることから，

相談行動のコストが低減するよう働きかけること

で，援助要請行動が喚起されるのではないかと考

えられる，具体的には，秘密が守られながら援助

要請が行える場を整えることや，そういった場の

存在を周知することが，有用な支援となり得ると

言えるだろう． 

 今後の課題としては，それぞれの援助要請の傾

向をもたらす要因を検討することが挙げられる． 
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項目 項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

第Ⅰ因子：援助要請逡巡型（α＝ .931）

q3×12 どんな悩みでも、悩んでいること自体を言いたくないため、相談しない .919 -.128 -.082 -.028

q3×11 相談したいと思っても、相談することが恥ずかしいので、相談しない .904 .019 .063 -.118

q3×16 相談したいと思っても、自分の印象が悪くなると思うため、相談しない .863 -.102 .009 .008

q3×10 どんな悩みでも、自分が悩んでいると知られたくないため、相談しない .780 .060 -.102 .004

q3×20 相談したいと思っても、否定的な答えが返ってくると思うため、相談しない .727 .089 .202 -.125

q3×14 相談したいと思っても、悩んでいることの内容を知られたくないので、相談しない .678 .116 -.091 .158

q3×9 相談したいと思っても、なんと言えばよいか分からないため、相談しない .647 .074 -.021 .052

q3×19 これまで、どんな悩みであっても自分一人で解決してきたため、相談しない .611 .145 -.055 -.060

q3×15 相談したいと思っても、相談すると状況がさらに悪くなると思うため、相談しない .578 -.087 -.009 .026

q3×18 どんな悩みでも、自分の考えを重視するため、相談しない .575 .152 .114 .047

q3×7 相談したいと思っても、相手に気を遣わせてしまうと思うため、相談しない .441 .237 -.177 .217

第Ⅱ因子：援助要請無用型（α＝ .878）

q3×3 どんな悩みでも、相談しても変わらないと思うため、相談しない .069 .822 .084 -.057

q3×2 どんな悩みでも、自分一人で解決しなければと考えているため、相談しない .053 .769 -.104 .099

q3×5 相談したいと思っても、理解してもらえないと思うため、相談しない .242 .751 .071 -.084

第Ⅲ因子：援助要請過剰型（α＝ .907）

q3×17 よく考えれば大したことないと思えるようなものでも、わりと相談する .098 .020 .881 -.030

q3×21 比較的ささいな悩みでも、相談する -.147 .134 .860 .024

q3×6 悩みを抱えたら、それがあまり深刻なものでなくても、相談する .136 -.101 .846 -.004

q3×13 困ったことがあったら、割とすぐに相談する -.106 .054 .835 .035

第Ⅳ因子：援助要請自立型（α＝ .766）

q3×4 相談より先に自分で試行錯誤し、いきづまったら相談する .155 -.204 -.140 .752

q3×22 先に自分で、いろいろとやってみてから相談する -.257 .276 -.156 .746

q3×8 悩みが自分一人の力ではどうしようもなかった時は、相談する -.003 .059 .306 .661

q3×1 少しつらくても、自分で悩みに向き合い、それでも無理だったら相談する .123 -.245 .343 .575

因子間相関 Ⅰ .586 -.389 .210

Ⅱ - -.546 .109

Ⅲ - .091

表1　作成した援助要請の傾向を測定する尺度の因子分析結果（最尤法・プロマックス回転，N =115）
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付記 

 本研究は，大妻女子大学人間生活文化研究所の

研究助成「回避型援助要請スタイルを持つ大学生

の学生相談機関利用に向けた介入方法の検討」（課

題番号：DB2204），「大学生における援助要請の傾

向を測定する尺度の作成」（課題番号：DB2304）を

受けて実施したものです． 

 また，研究の実施に際しては，「大学生における

援助要請の傾向を測定する尺度の作成（研究１）」

（受付番号：05-011），「大学生における援助要請の

傾向を測定する尺度の作成（研究 2）」（受付番号：

05-032）として，学内研究倫理審査委員会の承認を

受けています． 

 


